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卒業。90年同大学大学院社会学研究
科地域社会研究専攻博士後期課程単
位修得退学。社会学博士。専門はア
メリカ史、米比関係史。神戸大学助
教授、一橋大学教授、社会学研究科
長、副学長などを経て2020年より現職。

　一橋大学は1875（明治8）年、後の初代文部大臣であ
る森有礼が渋沢栄一らの協力のもと創設した私設の商法講
習所を起源とする大学です。密度の濃い少人数のゼミナー
ル制度を中心に、教員と学生が学問を通じて互いに高め合
う「卓越したコミュニティ」を形成することで、150年
近い歴史の中でCaptains of Industry（1）、すなわち国
際的に通用する産業界のリーダーたり得る人材を育成する
とともに、社会科学の諸分野で最高水準の研究を展開して
きました。伝統的に学部・研究科間の垣根が低く、所属外
の科目を自由に履修できることも特色の一つです。
　2019年には「我が国の人文社会科学分野において教育
研究の卓越性を誇る大学」として「指定国立大学法人」に
指定。23年には「ソーシャル・データサイエンス学部／
研究科（2）」を設置するなど、社会科学のわが国屈指の総合
大学として先導的な大学改革に挑んでいます。

文
理
共
創
に
よ
る
新
し
い
社
会
科
学
を
創
造

激
動
す
る
現
代
社
会
の
課
題
解
決
に
挑
む

世
界
最
高
水
準
の
教
育
研
究
拠
点
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最
先
端
研
究
の
文
理
融
合
を
推
進

国
際
社
会
の
リ
ー
ダ
ー
を
育
成

　

一
橋
大
学
は
伝
統
あ
る
社
会
科
学
の
総

合
大
学
で
す
。
グ
ロ
ー
バ
ル
に
活
躍
す
る

第
一
線
の
研
究
者
が
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
を
は
じ

め
と
す
る
少
人
数
教
育
を
通
じ
て
丁
寧
な

教
育
を
実
践
す
る
こ
と
で
「Captains of 

Industry

」
の
育
成
を
続
け
て
い
ま
す
。

近
年
は
社
会
科
学
系
唯
一
の
指
定
国
立
大

学
法
人
と
し
て
、
コ
ロ
ナ
禍
を
経
た
新
し

い
時
代
を
リ
ー
ド
す
る
「
産
業
界
の
リ
ー

ダ
ー
」
の
育
成
を
見
据
え
た
文
理
融
合
を

推
進
。
外
国
人
教
員
を
含
め
た
国
際
水
準

の
優
れ
た
研
究
者
を
集
め
る
こ
と
に
も
力

を
入
れ
る
な
ど
、
世
界
を
リ
ー
ド
す
る
教

育
研
究
拠
点
と
し
て
の
機
能
強
化
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　

グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
デ
ジ
タ
ル
化
が
急
速

に
進
展
す
る
中
で
、
異
分
野
の
研
究
者
が

文
理
の
枠
を
超
え
て
協
働
で
き
る
研
究
組

織
の
整
備
も
進
ん
で
い
ま
す
。
学
長
直
属

の
部
局
横
断
型
組
織
で
あ
る
社
会
科
学
高

等
研
究
院
（
Ｈ
Ｉ
Ａ
Ｓ
）
に
は
、
23
年
に

脳
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー
と
人
新
世
研
究
セ

ン
タ
ー
を
新
設
し
ま
し
た
。
両
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
心
理
学
や
環
境

イ
ン
系
」「
ビ
ジ
ネ
ス
・
モ
デ
ル
・
デ
ザ

イ
ン
系
」「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
サ
イ
エ
ン

ス
／
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
系
」
の
各
科
目
を

用
意
。
数
理
・
統
計
系
科
目
、
知
的
財
産

法
や
メ
デ
ィ
ア
学
な
ど
の
他
学
部
専
門
科

目
、
芸
術
系
大
学
や
民
間
企
業
と
連
携
し

た
講
義
や
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
や
デ
ザ
イ
ン
の
分
野
で
先
進
的
な
海
外

大
学
へ
の
留
学
、
と
い
っ
た
多
様
な
経
験

の
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
で
、
グ
ロ
ー
バ

ル
に
通
用
す
る
人
材
の
育
成
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

　

本
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
商
学
部
以
外
の
学
生

も
受
け
入
れ
る
学
部
横
断
型
の
構
造
で
、

２
年
生
を
対
象
に
毎
年
約
30
人
を
選
抜
。

４
年
生
ま
で
の
３
カ
年
で
構
成
さ
れ
る
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
修
了
者
に
は
サ
ー
テ
ィ
フ
ィ

ケ
ー
ト
（
修
了
証
明
書
）
が
発
行
さ
れ
ま

す
。評

価
の
高
い
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育

95
％
超
の
就
職
実
績
へ
結
実

　

一
橋
大
学
は
「
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
ポ
ー

経
済
な
ど
の
分
野
で
、
社
会
科
学
の
側
面

か
ら
文
理
共
創
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
最
先
端
研
究
の
さ
ら
な
る
活
性
化

を
目
指
す
と
と
も
に
、
卓
越
し
た
研
究
者

集
団
が
生
み
出
す
研
究
成
果
を
学
部
教
育

へ
還
元
す
る
こ
と
も
重
視
し
て
い
ま
す
。

　

21
年
に
ス
タ
ー
ト
し
た
四
大
学
連
合
（※）

（
東
京
医
科
歯
科
大
学
・
東
京
外
国
語
大

学
・
東
京
工
業
大
学
・
一
橋
大
学
）
に
よ

る
「
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
社
会
コ
ン
ソ
ー
シ
ア

ム
」
で
は
、
学
際
的
・
複
合
的
な
観
点
か

ら
新
た
な
研
究
テ
ー
マ
の
創
発
を
目
指
す

異
分
野
融
合
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
。
異
分
野

の
知
識
や
発
想
、
多
様
な
視
点
に
触
れ
る

こ
と
で
、
さ
ら
な
る
文
理
融
合
研
究
を
生

み
出
す
土
壌
の
醸
成
を
目
的
に
、
国
際
情

勢
、
Ａ
Ｉ
、
フ
ェ
イ
ク
ニ
ュ
ー
ス
、
ウ
ェ

ル
ビ
ー
イ
ン
グ
な
ど
、
多
彩
な
ジ
ャ
ン
ル

に
つ
い
て
多
角
的
な
議
論
が
展
開
さ
れ
て

い
ま
す
。

「
情
報
」
と
「
デ
ザ
イ
ン
」
を
連
結
し

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
人
材
を
輩
出

　

異
分
野
融
合
型
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て

商
学
部
に
設
置
さ
れ
た
「
デ
ー
タ
・
デ
ザ

イ
ン
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
Ｄ
Ｄ
Ｐ
）」
は
、

技
術
と
ビ
ジ
ネ
ス
を
「
情
報
（
デ
ー
タ
）」

と
「
デ
ザ
イ
ン
」
で
連
結
で
き
る
、
新
し

い
タ
イ
プ
の
「
デ
ザ
イ
ン
経
営
者
」
や

「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
人
材
」
の
育
成
・
輩

出
を
目
指
す
選
抜
制
の
特
別
プ
ロ
グ
ラ
ム

で
す
。

　
「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
サ
イ
エ
ン
ス
」
と

「
デ
ザ
イ
ン
思
考
」
を
融
合
し
た
独
自
性

の
高
い
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
特
徴
と
し
て
お

り
、「
Ｕ
Ｘ
（User Experience

）
デ
ザ

（1） Captains of Industry
　Captains of Industryという語は、19世紀イギ
リスの歴史家・思想家トーマス・カーライルが
著した『Past and Present』（邦題『過去と現
在』）の第４編にある。カーライルは当時のイ
ギリスにおける拝金主義を批判し、Captains of 
Industryとは「混沌、困窮、諸悪に対して戦い、
人類を導く真の勇者」であるとしている。

（2） ソーシャル・データサイエンス
学部／研究科（大学院修士課程）

　社会科学の視点からデータサイエンス領域の
新たな教育研究分野を確立するため、2023年に
開設された学部・研究科。新学部の設置は72年
ぶり。入学定員は学部60人、大学院修士課程21
人。「ビッグデータの時代」が到来した現代社
会の諸課題を解決できる人材の育成を目指す。
博士後期課程は2025年4月設置を構想中。

（3） グローバル教育ポートフォリオ
　一橋大学は学部生全員に、高い質を担保した
海外留学、海外調査、語学研修等の機会を提供。
全学生必修の「初年次英語スキル教育」に加え、
「短期語学留学」「国内での語学集中研修」「短
期海外留学（サマースクール）」「長期海外留学」
「海外インターンシップ」「ゼミを中心とした海
外調査・インターゼミ等」をグローバル教育
ポートフォリオとして定め、必修科目＋その他
１つ以上の履修を卒業要件としている。

（4） ゼミナールを核とする少数精鋭教育
　ゼミナールは担当教員の指導のもとで特定の
テーマについて発表や討論を行う、学生の自発
的な参加を重視する授業形式。一橋大学は伝統
的にゼミナールを教育の中心に据えており、平
均７～８人の少人数で実施。現在も全学生が必
修となっている。

ト
フ
ォ
リ
オ
  （3）

」
を
卒
業
要
件
と
し
て
定

め
、
海
外
調
査
や
語
学
研
修
な
ど
を
含
む

多
彩
な
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
展
開
。
海
外

の
大
学
の
学
年
暦
へ
の
柔
軟
な
対
応
を
可

能
に
す
る
４
学
期
制
の
導
入
と
あ
わ
せ
て
、

留
学
生
を
含
め
た
学
生
の
国
際
流
動
性
の

向
上
を
図
る
こ
と
で
、
世
界
中
の
多
様
な

価
値
観
を
持
つ
人
々
と
接
す
る
機
会
を
提

供
し
て
い
ま
す
。

　

グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
に
お
け
る
「Captains 

of Industry

」
の
育
成
を
目
的
に
、
各
学

部
10
〜
15
人
程
度
を
選
抜
し
て
実
施
さ
れ

る
「
グ
ロ
ー
バ
ル
・
リ
ー
ダ
ー
ズ
・
プ
ロ

グ
ラ
ム
（
Ｇ
Ｌ
Ｐ
）」
で
は
、
海
外
の
大

学
と
の
共
修
科
目
や
留
学
を
通
じ
た
ア
ク

テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
を
重
視
。
現
実
を

踏
ま
え
た
理
論
構
築
能
力
、
優
れ
た
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
、
政
策
提
言
能

力
な
ど
、
グ
ロ
ー
バ
ル
・
リ
ー

ダ
ー
が
備
え
る
べ
き
諸
能
力
を

も
つ
人
材
の
養
成
を
目
指
し
て

い
ま
す
。
特
別
な
奨
学
金
制
度

な
ど
、
Ｇ
Ｌ
Ｐ
に
選
抜
さ
れ
た

学
生
向
け
の
手
厚
い
支
援
も
魅

力
で
す
。

　

こ
う
し
た
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育

や
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
を
核
と
す
る
少

数
精
鋭
教
育
  （4）

で
鍛
え
ら
れ
た

学
生
へ
の
企
業
・
団
体
か
ら
の

評
価
は
非
常
に
高
く
、
23
年
度

卒
の
就
職
率
は
95
・
９
％
。
就

職
先
の
多
く
を
大
企
業
や
優
良

企
業
が
占
め
る
中
で
、
就
職
率

95
％
以
上
の
高
い
就
職
実
績
を

毎
年
保
っ
て
い
ま
す
。

　

キ
ャ
リ
ア
支
援
で
は
、
企
業
等
で
勤
務

経
験
が
あ
る
国
家
資
格
を
有
す
る
キ
ャ
リ

ア
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
１
対
１
で
個
別
相
談

に
対
応
。
志
望
業
界
や
企
業
の
選
び
方
、

面
接
な
ど
の
選
考
試
験
対
策
、
複
数
内
定

獲
得
時
の
対
応
な
ど
、
学
生
の
将
来
を
一

緒
に
考
え
る
き
め
細
か
な
支
援
を
行
っ
て

い
ま
す
。
23
年
度
に
学
内
で
開
催
さ
れ
た

企
業
・
官
庁
の
説
明
会
や
セ
ミ
ナ
ー
に
は
、

延
べ
約
４
３
０
社
・
団
体
が
参
加
。
将
来

に
幅
広
い
選
択
肢
を
持
つ
た
め
の
機
会
も

豊
富
に
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。

産
学
官
連
携
で
課
題
解
決
に
注
力

研
究
成
果
の
発
信
で
社
会
に
貢
献

　

産
学
官
連
携
も
一
橋
大
学
の
重
要
な
使

命
の
一
つ
で
す
。
社
会
の
課
題
へ
的
確
に

応
え
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
を
目
指
す

と
と
も
に
、
連
携
を
通
じ
た
研
究
教
育
の

基
盤
向
上
を
図
っ
て
い
ま
す
。
16
年
に
は

産
業
技
術
総
合
研
究
所
と
の
間
で
包
括
連

携
協
定
を
締
結
。
文
理
共
創
を
通
じ
た
研

究
交
流
や
人
材
育
成
が
実
現
し
て
い
ま
す
。

　

本
学
研
究
者
の
企
画
で
毎
年
開
催
さ
れ

る
【
一
橋
大
学
と
社
会
を
つ
な
ぐ
講
座
シ

リ
ー
ズ
】
一
橋
大
学
政
策
フ
ォ
ー
ラ
ム
で

は
、
各
分
野
の
第
一
人
者
や
政
策
の
最
前

線
に
い
る
方
々
と
の
討
論
を
通
じ
て
、
研

究
成
果
を
研
ぎ
澄
ま
さ
れ
た
政
策
と
し
て

発
信
。
前
年
度
は
「
リ
ー
ガ
ル
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
：
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
が
変
え
る
社
会

と
法
」「
日
本
の
企
業
金
融
と
資
本
市
場

の
役
割
：
ガ
バ
ナ
ン
ス
改
革
と
Ｅ
Ｓ
Ｇ
の

推
進
に
向
け
て
」
と
い
っ
た
テ
ー
マ
で
、

現
代
の
複
雑
で
困
難
な
諸
課
題
の
解
決
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

　

国
や
自
治
体
へ
の
政
策
提
言
も
盛
ん
で

す
。
社
会
科
学
高
等
研
究
院
の
地
域
・
中

小
企
業
政
策
研
究
セ
ン
タ
ー
（
Ｈ
Ｉ
Ａ
Ｓ 

Ｓ
Ｍ
Ｅ
）
は
政
府
統
計
や
各
種
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
な
ど
、
中
小
企
業
に
関
す
る
さ
ま

ざ
ま
な
ミ
ク
ロ
デ
ー
タ
を
駆
使
し
た
高
度

な
実
証
研
究
を
実
施
。
研
究
成
果
を
社
会

に
向
け
て
発
信
す
る
こ
と
で
、
地
域
振
興

政
策
を
含
む
中
小
企
業
政
策
の
評
価
・
設

計
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

充
実
の
支
援
で
学
び
を
後
押
し

「
住
ま
い
支
援
制
度
」
も
創
設

　

25
年
度
以
降
の
入
試
で
は
新
し
い
学
習

指
導
要
領
に
対
応
し
、
大
学
入
学
共
通
テ

ス
ト
を
課
す
選
抜
で
は
全
学
部
で
「
情
報

Ⅰ
」
の
受
験
が
必
須
に
。
多
様
な
学
生
を

積
極
的
に
受
け
入
れ
る
た
め
、
一
般
選
抜

に
加
え
、
学
校
推
薦
型
選
抜
、
外
国
学
校

出
身
者
選
抜
、
私
費
外
国
人
留
学
生
選
抜

に
て
そ
れ
ぞ
れ
学
生
を
募
集
し
ま
す
。

　

経
済
的
な
理
由
で
修
学
が
困
難
な
学
生

に
向
け
た
「
一
橋
大
学
修
学
支
援
事
業
基

金
」
を
は
じ
め
と
す
る
、
家
計
支
援
や
留

学
支
援
を
行
う
奨
学
金
制
度
も
充
実
。
そ

の
多
く
は
同
窓
会
で
あ
る
如
水
会
や
卒
業

一橋大学　

生
、
家
族
、
団
体
と
い
っ
た
校
友
か
ら
の

寄
付
金
を
原
資
に
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

25
年
度
か
ら
は
新
た
に
、
学
生
支
援
の

充
実
や
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
推
進
を
目
的
と

す
る
「
住
ま
い
支
援
制
度
」
を
創
設
。「
女

子
学
生
」
ま
た
は
「
東
京
圏
外
出
身
者
」
の

学
部
新
入
生
を
対
象
に
入
学
か
ら
最
長
２

年
間
、
月
額
最
大
３
万
円
ま
で
指
定
民
間

物
件
の
賃
料
を
補
助
す
る
こ
と
で
、
学
生

の
学
び
た
い
と
い
う
気
持
ち
に
応
え
ま
す
。

　
「
国
際
情
勢
も
激
動
し
て
お
り
、
受
験

生
の
皆
さ
ん
は
さ
ま
ざ
ま
な
困
難
や
将
来

に
対
す
る
不
安
を
抱
え
て
い
る
こ
と
と
思

い
ま
す
が
、
す
べ
て
の
学
び
が
必
ず
や
大

き
な
糧
と
な
る
こ
と
を
信
じ
て
頑
張
っ
て

く
だ
さ
い
。
昨
年
度
、
72
年
ぶ
り
の
新
学

部
も
加
わ
っ
た
私
た
ち
一
橋
大
学
は
、
皆

さ
ん
を
こ
の
卓
越
し
た
学
術
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
に
『
未
来
創
造
の
担
い
手
』
と
し
て

迎
え
る
日
を
待
っ
て
い
ま
す
」
と
、
中
野

聡
学
長
は
受
験
生
に
向
け
て
激
励
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
送
っ
て
い
ま
す
。

　一橋大学で学びたい方へ

055 卓越する大学 一橋大学 054

附属図書館大閲覧室少人数で行われるゼミナール ※24年10月１日より三大学連合（東京科学大学・東京外国語大学・一橋大学）となります。
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